
全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト
は
、
各
地
域
に

息
づ
い
て
い
る
江
戸
時
代
の
藩
校
の

伝
統
や
精
神
を
現
代
の
視
点
で
見
直
し
、

次
代
に
生
か
し
て
い
く
た
め
、
２
０
０
２
年

に
東
京
都
文
京
区
の
湯
島
聖
堂（
旧
昌
平

坂
学
問
所
）で
開
催
さ
れ
た
の
が
は
じ
ま
り

で
、
そ
れ
以
降
毎
年
、
全
国
持
ち
回
り
で

開
催
さ
れ
て
い
ま
す
。

第
21
回
を
迎
え
る
今
回
は
、
将
軍
家
や
全

国
の
大
名
家（
旧
藩
主
）の
末
裔
が
盛
岡
で

一
堂
に
会
し
、
過
去
・
現
在
・
未
来
の「
人
づ

く
り
」に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

主催 / 第21回全国藩校サミット盛岡大会実行委員会・一般社団法人漢字文化振興協会
共催 / 盛岡市・盛岡市教育委員会

全
国
藩
校
サ
ミ
ッ
ト

◆オープニングアクト
　（南部藩古武道 特別演武）

◆記念講演
◆仁王小学校児童
　による発表
◆旧藩主座談会
◆出席旧藩主紹介

記念講演講師
金谷　俊一郎氏
歴史コメンテーターとして、
誰にでもわかりやすく日本
の歴史・文化や地域の魅
力を伝える活動を行ってお
り、テレビ・ラジオに多数
出演。30年以上にわたり、
東進ハイスクールの日本
史科トップ講師も務める。

主なプログラム ※変更の可能性があります

第
二
十
一
回

National
DAIMYO School
        Summit Meeting

清水秋全『武奥増補行程
記 12巻』[12],写. 国立
国会図書館デジタルコレ
クションより

盛岡市民文化ホール || 大ホール
盛岡市盛岡駅西通二丁目9番1号

開場12：45 開演13：30（17：30 終了予定）
入場無料（入退場自由）

※藩校活動報告会（10：30～・同会場）へも入場いただけます。
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盛岡大会会長御挨拶 盛岡大会実行委員長御挨拶

現代と同様に世情が目まぐるしく変わる幕末期
において、新たな時代に対応する人づくりの中
心的な役割を担ったのが「盛岡藩校・作人館」を
はじめとする全国各地の藩校でした。
藩校で行われた教育や精神には、この厳しい時
代を乗り越え、希望に満ちた未来を切り開くた
めのヒントが詰まっているのではないでしょうか。

南部家第46 代当主　南部 利文

多くの関係者の御協力により、ここ盛岡の地で
全国藩校サミットを開催することとなりました。
藩校教育の伝統と崇高な精神に対する学びを市
民の皆様とともに深め、その素晴らしさを改め
て全国の皆様へ発信できるよう、万全の体制で
準備を進めてまいります。
皆様のお越しを心からお待ちしております。

盛岡市長　内舘 　茂

藩
校
と
は

藩
校
は
、
江
戸
時
代
の
各
藩
が
藩
士
の
子
弟
を
教
す
る
た
め

に
設
立
し
た
学
校
で
、
儒
学
を
主
と
す
る
漢
学
を
中
心
に
教

育
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
江
戸
時
代
の
初
期
は
一
部
の
藩
に
設

け
ら
れ
て
い
る
の
み
で
し
た
が
、
中
期
か
ら
幕
末
に
か
け
て
、

藩
政
改
革
の
一
環
と
し
て
急
速
に
普
及
し
ま
し
た
。

盛
岡
藩
で
は
、
１
８
４
０
年
に
そ
れ
ま
で
の
武
芸
稽
古
場
を「
明
義
堂
」と
命
名
し
、

初
め
て
藩
校
と
し
て
整
備
し
ま
し
た
。
そ
の
後
、
１
８
６
５
年
に「
作さ

く

人じ
ん

館か
ん

」に

改
称
し
、
１
８
７
２
年
の
廃
止
ま
で
の
間
に
、
後
に「
平
民
宰
相
」と
し
て
国
民
に

親
し
ま
れ
る
原
敬
、
日
本
に
物
理
学
の
種
を
ま
い
た
世
界
的
物
理
学
者
の
田
中
館

愛
橘
、
北
海
道
大
学
初
代
総
長
と
な
る
佐
藤
昌
介
と
い
っ
た
多
く
の
先
人
を
輩
出

し
て
い
ま
す
。

作
人
館
跡
は
学
制
公
布
に
よ
り
現
在
の
盛
岡
市
立
仁
王
小
学
校
と
な
り
ま
し
た
が
、

仁
王
小
学
校
に
あ
る「
仁
王
歴
史
館
」に
は
現
在
も
そ
の
扁
額
等
が
保
管
さ
れ
、

子
ど
も
た
ち
に
藩
校
時
代
の
精
神
と
歴
史
を
伝
え
て
い
ま
す
。

藩校作人館扁額（盛岡市立仁王小学校蔵）

作人館に祀られていた孔子像
（盛岡聖堂の孔子像・個人所有）
画像提供：盛岡市教育委員会

第21回全国藩校サミット盛岡大会実行委員会事務局（盛岡市企画調整課内）
〒020-8530 盛岡市内丸12番2号　☎019-626-7534　FAX019-622-6211

協賛のお願い　大会の趣旨に賛同し、協賛いただける方を募集しています。

協賛の特典（予定） ● （個人の方）大会記念誌に氏名を掲載します。
● （企業の方）大会記念誌に広告を掲載します。

協賛金額 １口：10,000円（何口でも可）

協賛申込期限 2024年10月16日（水）

申込方法 ホームぺージをご覧いただくか、下記事務局へ御連絡くだ
さい。

お振込先

金融機関：岩手銀行盛岡市役所出張所
（金融コード：0123　支店コード：085
口座番号：2032724
口座名義：第21 回全国藩校サミット盛岡大会実行委員会
ﾀﾞｲ21 ｶｲｾﾞﾝｺｸﾊﾝｺｳｻﾐｯﾄﾓﾘｵｶﾀｲｶｲｼﾞｯｺｳｲｲﾝｶｲ

▲協賛の申込は
　こちら

第
二
十
一
回
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